
第４学年 国語科学習指導案 

日 時：平成 24年 11月 16日（金） 

指導者：１組 八 幡 美奈子 

 

１ 単元名 科学読み物を要約し，「発見」「おどろき」をリーフレットでしょうかいしよう 

 

２ 教材名 

（１）中核教材名 「ウナギのなぞを追って」 （光村図書 ４年下） 

 

（２）補助教材名 ① リーフレットのモデル「空とぶメダカ」（ポプラ社）（指導者作成） 

② ブックリストＡ（先行読書）別紙参照４０冊 

③ ブックリストＢ（並行読書） 

「森のスケーターヤマネ」（文研出版） 

「カカトアルキのなぞ」（新日本出版社） 

 「ありに知恵はあるのか」（偕成社） 

「風にのれ！アホウドリ」（フレーベル館） 

「わたしのカラス研究」（さえら書房） 

「ウミガメの旅 太平洋２万キロ」（ポプラ社） 

「空とぶメダカ」（ポプラ社） 

         ④ 個々の読書記録カード，読書アンケート 

 

３ 単元を貫いて位置付ける言語活動とその説明 

 

 

 

 

 

・科学読み物から得られる発見や驚きを紹介したい内容とし，リーフレットで表現することで，何度も

繰り返し本を読み，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え，文章

を読むことができる。 

・自分が紹介したいことは何かという観点で，紹介に必要な部分を選択・整理し，関連付けることによ

って，限られた字数の中で引用や要約する力を付けることができる。 

・自分が一番伝えたい発見や驚きを３００～４００字に要約し，その内容に関わる写真，図，解説など

関連する内容で構成することにより，リーフレット全体で本の魅力を伝えることができる。 

 

【言語活動の系統】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元を貫いて位置付ける言語活動（第３・４年 言語活動例 Ｃエ） 

 紹介する科学読み物を選び，リーフレットで紹介すること 
 

３年 

「イルカのねむり方」

「ありの行列」 
◆文章全体の構成「はじ

め・中・おわり」を把握

し，段落について知り，

それぞれの段落を読み，

内容や表現の仕方につ

いて感想を交流する。 

４年 

「アップとルーズ

で伝える」 
◆文章全体の構成

と段落との関係を

理解し，写真と文

章を対応させて読

み，仕事名鑑を作

り交流する。 

５年 

「生き物は円柱

形」 

◆要旨をとらえ

て自分の考えを

明確にしながら

読み，自分の考え

をまとめて交流

する。 
 
 

本単元 
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４ 単元について 

（１）児童について 

        児童は，４年上「動いて，考えて，また動く」で，自分の考えを強く読み手に印象付けるた

めの説明的文章の構成を理解したり，段落相互の関係や事実と意見との関係を考えて読んだりす

る学習をしてきた。また，4年下「アップとルーズで伝える」では，中心となる語や文に着目し

て段落相互の関係をとらえたり，文章と写真とを照応させたりしながら読み，メディア資料の使

い分けの目的や効果について考え，対比的な説明のよさに気付くことができた。これらの学習を

通して，児童は段落相互の関係や事実と意見の関係について考えながら読む力を付けてきている。

また，相手や目的に応じて，情報の選び方や表現方法が異なっていることに気付き，自分が表現

するときに役立てようとする児童も増えてきている。 

紹介したい本を取り上げて説明する言語活動は，三年生の「三年とうげ」で，お気に入りの民 

話をパネルブックを基に，４年生の「一つの花」では，一番伝えたい戦争物語をコラージュポス

ター・音読・ＢＧＭを基に，根拠をはっきりさせながら紹介する学習を経験している。これまで

の学習を通して，紹介の理由を説明するために，必要な文や語句を書き抜くことはできるように

なってきている。しかし，目的に応じて要約したり，引用したりする力は十分とはいえない。 

読書については，本校の「読書に関するアンケート」を見ると９割の児童が本を読むことが好

き，楽しいと答えており，読書に対して前向きな気持ちをもっている。また，昨年度よりも読書

冊数も増えてきている。しかし，ジャンルに偏りが見られ，今回の単元で学習する科学読み物に

ついては，科学好きの児童以外はほとんど読んでいない実態がある。読まない理由は，「他に読

みたい本があるから」「難しそうだから」「興味がもてないから」などであった。このことから，

ほとんどの児童は，これまでに科学読み物のもつおもしろさ，楽しさに触れる経験が少なかった

ことが推測される。 

本単元では，科学読み物を多読し，自分のお気に入りの科学読み物を選書し，紹介する言語活

動を通して研究そのものに驚きをもったり，新しい発見をしたり，科学者自身や科学的なものの

見方に興味をもったりすることができ，読書のジャンルが広がる児童が増えることが期待される。  

  

（２）教材について 

     本単元は，科学読み物で教材を構成する。中核教材「ウナギのなぞを追って」は，長期にわ

たるウナギの産卵場所を探る調査報告文である。調査過程で明らかになる事実とそれに対する考

察のおもしろさ，長い年月をかけて地道な努力を重ねる研究者の姿勢など，多様な興味に答えう

る文章である。このような特長から，本中核教材は，児童が興味をもったところを中心に，内容

を要約して紹介する言語活動に適した教材である，と考えることができる。 

     補助教材①は，指導者が作成したもので，単元のゴールに見通しをもたせるためのものであ

る。また，リーフレットを作成する際のモデルとしても活用する。課外の読書紹介で，リーフ

レットを基に紹介し，科学読み物に関心をもたせ，本単元の学習活動につなげるものである。 

補助教材②は，先行読書のための 40 冊である。写真や絵，図などが豊富で目を引くものな

ど，科学読み物に興味をもてるような本を選定した。科学読み物のおもしろさや「科学的思考」

に触れるきっかけとしたい。 

補助教材③は，中村滝男氏の「空とぶメダカ」の他，並行読書のための７冊である。選定基

準は，研究者と筆者が同一人物であること，科学的思考語彙が使われていて仮説を基に実験や

観察が繰り返されていることの２点である。三次で児童が紹介する本は，この７冊から選書す

る。目的に応じて本を選択したり，文章を要約・引用する力を培う教材として活用したい。 

 

（３）指導に当たって 

    本単元で取り上げるのは，科学読み物である。「ウナギのなぞを追って」を中核教材として，

読書紹介を行う。科学読み物から得られる新しい科学的な知識の発見や今まで知らなかったこと

を知る楽しさや思ってもみなかったことに気付かされる驚きを読みの視点にし，リーフレットに

まとめ紹介する。 

    リーフレットは，一枚物であり，伝えたいことを大きく配置して詳しく書くところと，簡潔に

書くところを区別して書いたり，絵や写真，図などを有効に活用して書いたりすることができる。
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また，折り方を工夫することで開いていく楽しさを味わうことができ，伝えたい内容に順序性を

もたせることもできる。リーフレットは，紹介の中心である発見や驚きを伝えるためのキャッチ

コピー，要約文，それに関連する解説，写真，絵，図などで構成し，自分が紹介したい科学読み

物のおもしろさを説明するのに適した形式である。また，リーフレットを書く過程で，伝えたい

内容を限られた字数制限の中でまとめ，紹介に必要な部分を引用，要約するという必然性も出て

くる。そのため本を何度も読み返し，伝えたい内容の中心となる部分をとらえ，引用や要約をす

る力を付けるのにふさわしいと考え，本言語活動を設定した。 

    児童は，日常活動で継続して本の紹介を行っている。興味をもった児童は，紹介された本を読

んで感想カードを書き，紹介してくれた児童と本の交流をするようにしている。第一次にはいる

前に，「先生のおすすめの一冊」として，指導者がリーフレットのモデルを基に読書紹介を行う。

それを受けて，科学読み物に興味をもたせるためにブックリストＡを作り，先行読書をする。 

第一次では，これまでの読書生活を振り返る。また，先行読書の本の内容や関連する自分の経

験について話合い，新たな発見や驚きがある科学読み物のおもしろさに気付かせていく。紹介さ

れた本を読んで，交流する活動を通して，これからの学習に児童が興味や見通しがもてるように

し，自分の紹介のイメージをふくらませるきっかけとなるようにする。そして，自分たちが読書

紹介をするために必要な学習内容は何かを整理し学習計画を立てるようにする。 

    第二次では，「ウナギのなぞを追って」を読み，そこから得られる発見や驚きを読みの視点と

し，自分が一番伝えたい発見や驚きを整理し，自分の説明の中心となる内容を制限された字数

の中で（３００～４００字）要約をさせる。それを基に，キャッチコピー，関連する内容，解

説，写真，絵，図などでリーフレットを構成していく。科学的思考語彙にも着目させ，理科な

どの他教科においても活用できることを意識させ，日常的な活用につなげたい。 

ワークシートの作成に関しては，課題を解決していくために，文章全体を１枚で見ることの

できるワークシートを用意し，視覚的に文章構成や表現の仕方を捉えられるようにしたり，本

の内容を自分で小見出しを付け整理し，内容を捉えることで自分の伝えたい事柄を選択できる

ようにしたり，児童の思考の流れに沿ったものになるよう留意した。 

また，単位時間の中で，自分の考えをもたせ，それを交流するためのグループ学習の時間を

設けた。交流することを通して，自分の考えを修正したり，広げたり深めたりし，自分の考え

を明確にすることをねらったものである。また，終末では必ず自己評価し，自分の学びを確認

できるようにした。相互評価では，よいところを認め合い，もっとよくなるにはどうしたらよ

いかアドバイスするようにし，次時への意欲を喚起するようにした。 

第三次では，自分の選んだ本でリーフレットを作る。同じ本を選んだ者同士でグループを作

り，「ウナギのなぞを追って」で使用したワークシートや学習の手引きを活用し，自力で学習を

進めるようにさせる。完成したリーフレットは，学級で感想を交流する。「ほめほめカード」を

活用して，互いによいところを認め合えるようにする。また，「もっとよくなれアドバイスカー

ド」を基にアドバイスをし合うようにする。 

本の紹介は，主に 5年生児童を対象に行う。双方向の紹介活動にしていくために，５年生の

ペアの児童にも紹介された本を読んでもらい，本の感想とリーフレットの書きぶりについて，

書いた本人に感想を寄せてもらうようにする。そして，その本のおもしろさについて語り合う

場を設ける。全校に向けても感想カードを用意し，書いた本人に感想を寄せてもらうようにす

る。サイエンスストリートから科学読み物のおもしろさ，楽しさを発信していくようにしたい。 

  

５ 単元を通して育てたい読書力 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 本や文、文章、絵、図、表、グラフ等のテキストを読解する力 
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６ 単元の指導目標 

 ○紹介したい本について説明するために，本を繰り返し読むなどして，改めて味わったり，新たなよ

さに気付いたりしながら読もうとしている。              （関心・意欲・態度） 

◎自分の紹介したい内容を中心に，紹介したい理由をリーフレットで説明するために，文章の要点や

細かい点に注意しながら読み，文章を要約したり引用したりすることができる。 （Ｃ読むこと エ）                                            

○自分の紹介したい内容を中心に，自分の考えをリーフレットで説明するために，中心となる語や文

をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え，文章を読むことができる。  

                        （Ｃ読むこと イ） 

○指示語や接続語が文と文とのつながりに果たす役割を理解し，使うことができる。 

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 イ（ク）） 

 

７ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解・技能 

・紹介したい本について説明

するために，本を繰り返し読

むなどして，改めて味わった

り，新たなよさに気付いたり

しながら読もうとしている。 

・紹介する理由を説明するため

に，ふさわしいところを引用し

たり要約したりしている。（エ） 

・紹介したい内容やその理由を

説明するために，中心となる語

や文をとらえ，事実と意見との

関係などを考えて本や文章を読

んでいる。（イ） 

・指示語や接続語は，文相互の

関係，段落相互の関係を端的に

示す手掛かりになることを理

解し，文章を読んでいる。 

（イ（ク）） 

  

８ 指導計画（Ｃ読むこと １１時間） 

次 時 ○目標  ・主な学習活動 ○指導上の留意点 ☆評価（方法） テキスト 

一 

 

 

 

 

 

 

 

 

課

外 

 

 

 

 

 

 

 

・指導者作成のリーフレットの

モデルを基に「空とぶめだか」

の読書紹介をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・科学読み物のブックリストを

作る。 

・ブックリストを基に先行読書

をする。 

 

 

○日常活動で行っている読書紹介の中で，「先

生のおすすめの一冊」ということで紹介す

る。 

○通常の活動は，興味をもった児童が読後の感

想カードを書いて紹介者と交流しているが，

今回は全員が読後の感想カードを書くよう

にする。 

○交流コーナーを設置し，感想カードは貼り出

していつでも見ることができるようにする。 

○読書紹介をきっかけに，科学読み物に興味を

もたせるため，図書館司書，読書活動支援員

の協力を得て自分の読んでみたい科学読み

物を図書館から選定させる。 

○課外での先行読書をきっかけに科学読み物

を読もうという機運を高め，日常的に科学読

み物のおもしろさを交流できるようにして

おく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブックリ

ストＡ 

（先行読

書） 

 

 

 

１ 

○これまでの読書生活を振り返

り，既有知識を確認し，この

単元でどんな学習が必要かを

考え，学習の見通しをもつこ

とができる。 

 

○指導者紹介の科学読み物について，感想を交

流したり，他の科学読み物を紹介したりする

ことで，科学読み物に関心をもたせる。 

○児童が知っている既習教材での発見や驚き

を想起させ，科学読み物には，新しい発見や

驚きがあることに気付かせる。 

○自分の読書カード（記録）の「科学読み物」 

ブックリ

ストＢ 

（必読図

書） 

→三次の

言語活動

に向けて 

4 
 



一  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・指導者紹介の科学読み物につ

いて感想カードを基に，その

内容や関連する自分の経験や

既習教材，これまでに読んだ

科学読み物について話合い，

科学読み物のおもしろさを交

流する。 

・自分の読書記録を振り返る。 

・自分の読書記録やアンケート

結果を基に，科学読み物があ

まり読まれない理由やおもし

ろさを伝えるためにはどうし

たらよいかを考え，学習の見

通しをもつ。 

・学習課題 

 

 

 

 

 

を設定する。 

・既有の知識・技能と照合し，

学習計画を立てる。 

にカラーリングさせ，何冊読んだかを確認さ

せる。 

○科学読み物があまり読まれていない実態と

関連させ，科学読み物のおもしろさを伝えて

いこうという意欲を高め学習活動に向かう

姿勢をつくる。 

☆学習のゴールをイメージし，学習計画を立て

ることができたか。 

（観察・ワークシート） 

 

並行読書

を開始。 

「森のス

ケーター

ヤマネ」 

他６冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「ウナギのなぞを追って」を

読んで，自分の発見や驚きの

中心となる語や文を抜き出

し，紹介したい内容を交流す

ることができる。 

・自分の発見や驚きをカードに

書き出し，ワークシートに整

理する。 

・自分の発見や驚きを交流する。 

・交流を基に，紹介内容を類型

化する。 

 

 

 

 

 

 

 

・類型化することを通して，発

見や驚きは１つではないこと

を確認する。 

○自分の発見や驚きの中心となる語や文を選

択し，抜き出していくようにする。文章が長

い場合は，文章そのままではなく，自分なり

の言い方で簡潔にまとめるように促す。 

○カード１枚に一つのことを書き出すように

し，「事実」（水色）と「考え」（ピンク）を

色分けさせる。 

○要約やリーフレットを書くときの参考にで

きるカードにするため自分の紹介の中心に

沿って抜き出していくようにさせる。 

☆「ウナギのなぞを追って」を読んで，驚きや

発見を交流し，自分の感想の中心となる語や

文を抜き出すことができたか。 

（ワークシート・発言・振り返り） 

 

 

 

 

 

中核教材 

「ウナギのなぞ

を追って」 

課外 

必読図書 

ブックリスト

Ｂ７冊を読

む。 

朝の会な

どで必読

図書の簡

単な紹介

を行い，読 

書意欲を

喚起して

いく。 

 

 

 

 
 

３ 

○「ウナギのなぞを追って」を

読んで，文章の構成や書かれ

ている内容をとらえ，自分の

発見や驚きの根拠を明確にす

ることができる。 

○紹介リーフレットを書くためには，書かれて

いる内容を正確につかみ，自分の発見や驚き

は，どの記述が根拠になっているのかをはっ

きりとさせていくために，みんなで内容をと

らえていくことを確認する。 

朝の会な

どで，紹介

したい本

が決まっ

た児童を 

・研究内容 
 ウナギの成長 
 長い年月がかかる調査 
 なぞがとけていくところ 等 
・科学者として 
・筆者の書きぶり 

 科学っておもしろい！ 
サイエンスストリートに自

分のおすすめの科学読み物を

リーフレットでしょうかいし

う  
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二 

３ 

・本の内容を大きく４つに分け，

（初め・中①・中②・終わり）      

小見出しを付けて整理する。 

・事実と考えの記述に気を付け

て，文章と図や写真を対照さ

せながら読む。 

・科学的思考語彙に着目させ，

これらの表現は，何を表そう

とするときに使うのかを考え

る。 

【科学的思考語彙】 

 

 

 

 

 

 

 

・事実と意見の関係に気を付け

ながら，自分の発見や驚きの中

心を見直す。 

○図や写真と対照させながら視覚的に確認す

るようにし，書かれている内容の理解を確かな

ものにしていく。 

○理科の観察・実験や社会科での調査などをま

とめるときに使う表現であることを確認し，い

ずれも，事実を基に予想したり類推したり科学

読み物を読む際に着目して読むこと，他教科で

活用できることを教える。 

☆「ウナギのなぞを追って」を読んで，文章構

成や内容をとらえ，自分の発見や驚きの根拠を

明確にすることができたか。 

（ワークシート・発言・振り返り） 

 

紹介し，各

自２～３

冊選んで

おくよう

にさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

本

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「ウナギのなぞを追って」を

読んで，自分の発見や驚きを

伝えるための語や文を選択，

整理し，それらを関係付けて，

「発見・驚き関連シート」を

作成し，要約の構成を考える

ことができる。 

・これまでに書いたカードを整

理し，それらを関連付けなが

ら自分の発見や驚きを説明で

きるようにする。 

・レイアウトしたものを交流し，

伝えたい内容になっているか

話し合う。 

・「発見・驚き関連シート」を

基に，カードを追加したり，

修正したりする。 

・「ウナギのなぞを追って」と

自分の選んだ科学読み物の発

見・驚きを関連させて考え，

共通することを交流する。 

○モデルのリーフレットを示し，伝えたいこと

の中心が要約文として書かれていることに

気付かせ，要約の構成を考える見通しをもた

せる。 

○発見や驚きを説明できるようにすることを

意識させ，それぞれのカードの内容が伝えた

いことの中心と合っているか，また，関連し

ている語や文かを考えさせる。 

○必読図書から選んだ自分のお気に入りの科

学読み物の発見や驚きについて，「ウナギの

なぞを追って」と関わらせながら，共通点を

交流し，科学読み物のおもしろさに迫るよう

にしていく。 

☆伝えたいことの中心を意識し，発見・驚き関

連シートを作ることができたか。 

（ワークシート・発言・振り返り） 

 

 

 

 

 

 

５ 

○｢発見・驚き関連シート｣を基

に，文章全体を要約すること

ができる。 

 

○既習教材で比べ読みをすることで，要約の仕

方を自分たちで見付けることができるよう

にする。要約①は中心となる語や文を接続語

を用いて要約，②は言葉を言い換えたり，付

け足したりして要約したものである。 

 

・～はずです。 
 当然そうあるべきだという意味 
・～かもしれません。 
 断定はできないが可能性がある 
・～ようです。 
 不確かな、または婉曲な断定 
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二 

５ 

【要約の仕方】 

 

 

 

 

 

 

・関連シートを基に，300～400

字程度に要約する。 

・書いたものを交流し，伝えたい内

容に沿っているか話し合う。 

○学習の手引き（要約の仕方）を掲示し，「イ

ルカのねむり方」をモデルに説明し，要約の 

仕方を確かめながらできるようにする。 

☆伝えたい内容を３００～４００字に要約す

ることができたか。 

（ワークシート・発言・振り返り） 

 

６ 

○要約文を基に，リーフレット

を作ることができる。 

・自分の発見や驚きを表現する

ためのキャッチコピー（２０

字以内）を作る。 

・要約文に関連した解説や写真，

絵，図，この本を読む人にと

って欠かせない知識などを選

択し，それを関連付けながら

レイアウトする。 

・レイアウトしたものを交流し，

伝えたい内容になっているか

を検討する。 

・交流を基に修正する。 

【リーフレットの内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○モデルリーフレットや学習の手引き（キャッ

チコピーの付け方）を掲示し，キャッチコピ

ーの付け方やリーフレットの作り方を確か

めながらできるようにする。 

○字数を示し，見通しをもたせるようにする。 

○リーフレットのキャッチコピーなどが，本を

読んでいくときの視点になることに気付か

せる。 

○「発見・驚き関連シート」を活用させ，関連

情報を選択させる。 

○よいところは認め合い，もっと相手に伝わる

ようにするにはどのように工夫したらよい

かを観点に沿ってみんなで考えていくよう

にする。 

☆紹介したいことを効果的に伝えるキャッチ

コピーや要約文に関連した解説や写真，絵，

図などをレイアウトすることができたか。 

（リーフレット・発言・振り返り） 

 

７ 

 

 

○リーフレットを完成させ，紹

介したいことが伝わっている

かをアドバイスし合うことが

できる。 

・伝えたいこと関連させながら

資料を選択してリーフレット

を完成させる。 

・書いたリーフレットを読み合

い，感想を伝え合う。 

・科学読み物から得られる発見

や驚きを視点に紹介したい本

を交流する。 

○ワークシートや学習の手引きを基に自力で

学習を進めることができるようにする。 

○紹介したいことが伝わる内容になっている

か「ほめほめカード」「もっとよくなるアド

バイスカード」で評価し合い，自分の紹介す

る本でのリーフレット作りの参考にする。 

○紹介したい本を交流することで迷っている

児童も選択できるようにし，三次への意欲を

喚起する。 

☆紹介したいことがよく伝わるように書くこ

とができたか。（リーフレット・ほめほめカード） 

ブックリ

ストＢ 
 
 
 
 
ブックリ 

要約の目的に沿って 
①中心となる語や文を書き抜く。 
②接続語を用いる。 
③言葉を言い換える。 
④言葉を付け足す。 

 

・一番伝えたい発見や驚きのキ

ャッチコピー（２０字程度） 
・要約文（３００～４００字） 
・要約文に出てくる言葉の説明 
・関連する資料 
 写真、絵、図 等 
・自分の考え 
 引用を取り入れて 
・単元の振り返り（３次１１時） 
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三 

８ 

○ブックリストＢから選んだ本を発

見・驚きの視点に沿って読み，本 

の内容を整理し，一番伝えたいこ

とを選択することができる。 

・視点に沿って読み，ワークシ

ートに書く。 

・構成を考える。 

・グループで交流し，自分の読

みを修正したり，広げたり深

めたりする。 

○ワークシートや学習の手引きを基に自力で

学習を進めることができるようにする。 

○伝えたいことがよく分かるような資料を関

係付けながら選択させる。 

☆ワークシートを基に，伝えたいことを選択

し，構成を考えることができたか。 

（ワークシート・振り返り） 

ストＢ 

自分が選

択した本 

９ 

・ 

10 

○自分の選んだ本の紹介の中心

を要約して，関連する資料を

選択し，リーフレットをまと

めことができる。 

・紹介したい内容を２００～３

００字で要約する。 

・キャッチコピーを考える。 

・他の関連する資料を選び，レ

イアウトを考える。 

・リーフレットを仕上げる。 

・出来上がったリーフレットを

読み合い，感想を交流する。 

（ほめほめカード，アドバイスカード） 

○発見・驚き関連シートや学習の手引きを活用

しながら，紹介したい内容が伝わる内容にな

っているかをチェックしながら，自力で学習

を進めることができるようにする。 

○分量の多い本は，自分が一番伝えたいことが

書かれてある周辺に絞って要約させる。 

☆紹介したいことがよく伝わるように書くこ

とができたか。  （リーフレット） 

 

 

 

 

課

外 

 

 

・サイエンスストリートにリーフレ

ットと紹介する本を掲示する。 

・５年生のペアの児童には，感

想カードを書いてもらい，感

想を交流する。 

・本の展示コーナーには，感想カー

ドを置いておき，紹介された本を

読んだ他の学年の児童にも，書い

た本人に感想を伝えてもらうよう

に呼びかける。 

○紹介された本を読んだ他学年の児童に，リー

フレットを書いた 4年生児童に対して感想

を伝えるよう促し，双方向の紹介活動にして

いく。 
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○これまでの学習を振り返り，単元

のまとめをすることができる。 

・リーフレットの「単元を振り

返って」の欄を記入する。 

・単元を通して，新しく習得し

たことを交流し，まとめる。 

・次に使える技を「使って達人

ファイル」に分類，整理する。 

○自分のこれまでの読書生活と関係付けて，自

分の読書生活を振り返り，これからの読書生

活を広げていけるようにする。 

○新しく習得したことを，学習の手引きとして

まとめ，いつでも活用できるようにする。 

○自己評価と友達からの評価を照らし合わせ，自分

が付けた力と今後の課題をまとめさせる。 

☆単元を振り返り，自分の付けた力と今後の課題を

確認することができたか。（ワークシート） 

 

課

外 

・科学読み物を，自分たちで集

めて作ったブックリストに従

って読む。 

・感想カードを寄せてくれた友

達や同じ本を読んだ友達と科

学読み物のおもしろさについ

て語り合う。 

・日常読書につなげていく。 

・同じ本を読んだ者同士で感想を交流できる 

 ようにする。 

ブックリ

スト A 
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９ 本時の指導【４/１１】 

（１）本時の目標 

自分の発見や驚きを伝える要約にするために，根拠となる語や文を選択して要約の構成を考え

ることができる。 

 

（２）本時の展開 

段階 学 習 活 動 ◎重要思考・言語操作 ○留意事項 ☆支援 

導
入
（
三
分
） 

１ 前時の学習内容を確認する。 

２ 本時の学習課題をとらえる。 

 学習課題 

自分の発見や驚きを伝える要約にするた

めの組立てを考えよう。 

 

３ 学習の進め方を確認する。 

○要約するために，自分の発見や驚きの中心を

明確にし，大事な語や文を見直したことを確

認する。 

 

 

 

○学習の内容や流れの見通しをもたせる。 

展
開
（
三
十
五
分
） 

４ 選択したカードを基に，それらを関連付

けながら発見・驚き関連シートを作る。 

（個） 

・これまでに書いたカードを整理し，必要な

カードを選択し，それらを関連付けながら，

自分の発見や驚きを説明できるようにす

る。 

 

 

５ 発見・驚き関連シートを見せ合い，伝え

たい内容になっているか話し合う。 

（グループ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 各グループの「発見・驚き関連シート」

を基にした構成を交流する。  （全体） 

○モデルのリーフレットを作ったときの，発

見・驚きカードを提示し，伝えたいことの中

心からずれないように，選択したカードを関

連付けていくようにさせる。 

○同じ発見や驚きの児童でグルーピングし，交

流の観点に沿って話し合わせる。 

○要約する字数を示し，見通しをもたせる。 

 

◎２つの観点を示し，観点に沿って検討させ，

自分たちの発見や驚きを，根拠を基に説明で

きるようにするために，必要なカードを確認

したり，カードを追加・修正したりさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○それぞれの内容が伝えたいことの中心とな

っているか，また，関連している語や文が根

拠として妥当かを吟味する。 

○必読図書から選んだ自分のお気に入りの科

学読み物の発見や驚きについて「ウナギのな

ぞを追って」と関わらせながら，共通するこ

とを交流し，科学読み物のおもしろさに迫る

ようにしていく。 

評価 
 自分の発見や驚きを説明するために、根

拠となる語や文を選択し，構成を考えるこ

とができたか。（発見・要約関連シート） 
☆これまでに書き出した語や文を基に、事実

（水色のカード）を時系列でつなげ，それに

関係する筆者の考え（ピンクのカード）を付

け足していくことを対話で明確にさせ，カー

ドをつなげてみるように促す。 

交流の観点 
・伝えたい発見や驚きの中心に沿ってい

るか。 
・発見や驚きの理由を分かりやすく説明

できているか。 
 

交流の観点 
・伝えたい発見や驚きの中心に沿ってい

るか 
・各グループの発見や驚きの根拠に共通

点はあるか 
・自分の読んでいる科学読み物と関連さ

せ、共通点はあるか 
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終
末
（
七
分
） 

７ 本時の学習の振り返りをする。 

                

 

８ 次時の学習内容をつかむ。 

 

○構成ができたことで要約への見通しがもて

たこと，科学読み物のおもしろさが広がった

ことを確認する。 

○リーフレットの中心となる要約文を書くこ

とを確認し意欲を喚起する。 

 

10 板書計画 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発見・おどろき関連シート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し
ょ
う
か
い
の
内
容
が
深
ま
る
よ
う
な
音
読
の
工
夫
を

考
え
よ
う
。 

 

科
学
読
み
物
を
要
約
し
、
「
発
見
！
」「
お
ど
ろ
き
！
」
を
伝
え
よ
う 

 
 

学
習
課
題 

  

☆
要
約→

元
の
文
を
短
く
ま
と
め
る
こ
と 

☆
自
分
の
発
見
や
お
ど
ろ
き
を
要
約
す
る
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
↓

 
 

発
見
・
お
ど
ろ
き
関
連
シ
ー
ト
に
整
理 

     

☆
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
観
点 

  

 

        

○
自
分
が
読
ん
で
い
る
必
読
図
書
と
の
関
連 

  

 

自
分
の
伝
え
た
い
発
見
や
お
ど
ろ
き
を
要
約
す
る
た
め
の
組
み
立
て
を
考
え
よ
う
。 

モデルリー

フレットの

発見・驚き関

連シート 

・
伝
え
た
い
発
見
や
お
ど
ろ
き
の
中
心
に
沿
っ
て
い
る
か 

・
発
見
や
お
ど
ろ
き
の
理
由
を
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
て
い
る
か 

  

要約文 

アホウ

ドリ 

 

空とぶ

メダカ 

 

カラス

研究 

 

ウミガ

メの旅 

カカト

アルキ

のなぞ 

発見・おどろき関連シート 

（児童が作ったカードと

同じものを拡大して作っ

ておく） 

 

各グループの発表を受け

て、１枚の発見・おどろき

シートにまとめる。 
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【「空とぶメダカ」リーフレット表紙】       【「空とぶメダカ」リーフレット裏】 

 
 

 

【「空とぶメダカ」リーフレット見開き】 

 

11 
 


